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僕は「平和」のためには戦争にならなければよい。つまり、戦争につながることは

決してやってはいけないという世界全体としての意識づけをこれからも次に繋げる

ことが大切であり、必要不可欠でもあると僕は考えています。 

「平和」だと一番よいことは笑顔でいられる、また、「争い」という言葉を頭から消

し飛ばしてくれるというよいことが多くあると僕は思います。「争い」という言葉、

「平和」には正直必要ないと思っています。それでも争いをするのには理由が必要な

はずです。なぜなら争いにより、失うものがあるから。第二次世界大戦は、資源不足

だったため、資源の確保と大東亜共栄圏を建設する目標のため、勢力拡大を目指し参

戦することとなりました。この戦いにより、多くの一般国民が亡くなった。争いは人

の命を簡単に消し去ってしまう。これは「平和」の真逆である。戦争で特攻という、

人が飛行機などに乗ったまま敵艦に体当たりする攻撃がありました。特攻をする人の

中には十代の人もいて自分と年齢が近く、そんな若い人達が覚悟を持って特攻する姿

を想像するとすごく悲しくなった。「死」をこの歳で感じるのは恐怖で押しつぶされ

そうで逃げ出したくなると僕は思います。絶対に命をこのようにおとしてはいけない。 

また、戦争を二度とやってはいけない。命は生きるためにあるのだから。今もロシア

とウクライナで戦争がおきている。この戦争でもたくさんの命が失われている。たく

さんの人が望んでいる「平和」は「争い」のない世界に訪れると思います。戦争は「平

和」から遠ざけてしまう。その戦争を一人一人が理解し、「平和」という目標に向かっ

て自分ができることを考え実行することで「争い」をなくせると僕は思っています。

命は「平和」からしか生まれず、「戦争」は命を消してしまう。このことからわかるこ

とは一つ「平和」は必ず来る。なぜなら、命は今も生まれているから。 

「平和」という言葉を久しぶりに書いた。一番大切な言葉なのになぜか書く機会が

少ない。もしかすると、「平和」は言葉よりも時の流れにそって描かれる歴史なのかも 



しれない。 

平和な世界は、たった一人だとしても「平和」と思えていないのであれば、成り立

つことはできない。そのくらい難しいし、長く続けることは至難の業である。「平和」

に必要な言葉として僕は「協力」を一緒に進めたい。「協力」は力を合わせること。「平

和」に対して近い意味で「協力」は「平和」へ近づくためのみんなができる最強の行

動だと僕は思います。誰一人悲しませてはいけない、つらい思いをさせてはいけない

という気持ちも「協力」をすることで叶って「平和」になる。だから僕は「協力」は

「平和」になるため必要だと思う。 

最後に、「平和」の意味とは「変わったできごともなく、無事でおだやかなこと。」

と国語辞典に書かれていました。これは、「変わったできごと」つまり、「戦争」もな

く、また、何事も無いのんびりと暮らせることであると僕は思いました。「平和」だと

よいこととして、「笑顔でいられる」は、世界を一つにしてくれる。そんな意味として

も使えてしまう「平和」という言葉は、世界で一番大切な言葉であり、今までの歴史

がつまっている言葉だと僕は思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


